
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科（電気工学科） 

 

教科 工業 科目 
電気実習 単位

数 
４単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 各テーマに関わる自主教材（プリント）等 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業の専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ，技術革新に主

体的に対応できる能力と態度を育てる。 

 

 

２ 学習の到達目標 

1.電気機器：主に三相交流機の各種試験を行い、機器の操作法を習得し、誘導機・同期機の特性

の 

違いや意味を理解する。 

2.電力・高電圧：関連実習装置により送配電系統のしくみや設備について学習する。 

また、高電圧の諸現象の意味を理解する。 

3.通信：各種アンテナの指向特性を測定することにより、その構造や電気的特性を理解する。 

4.電気工事：電気工事に関する技能を身につけ、技術者として技能を活用する能力を身につける。 

5.自動制御：制御用継電器や限時継電器などを用い、基本的なシーケンス制御回路を作成し、 

その動作や回路の構成について理解する。 

6.板金：板金加工に関する技能を身につけ、技術者として技能を活用する能力を身につける。 

7.動画・ﾌﾟﾚｾﾞﾝ：動画編集、プレゼンテーションについての基本的な扱い方について理解する。 

8.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 1：C 言語プログラミングに関する基本的操作およびアルゴリズムについて理解す

る。 

9.3DCG：Shade を用いて３DCG に関する概念・基本的操作、および制作技法について理解する。 

10.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 2：VisualBasic を用いてプログラミングに関する基本的操作、 

およびアルゴリズムについて理解する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

実習について関心を

持ち，その改善・向上

を目指して意欲的に

取り組むとともに，

創造的・実践的な態

度を身に付けてい

る。 

実習について自ら思

考を深め，基礎的・基

本的な知識を活用

し，適切に判断し，創

意工夫する能力を身

に付け、その成果を

的確に表現する。 

実習に関する基礎

的・基本的な技術を

身に付け，環境に配

慮し，実際の仕事を

合理的に計画し，適

切に処理する。 

実習に関する基礎

的・基本的な知識を

身に付け，現代社会

における工業の意

義や役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

報告書 

課題作品 

学習状況の観察 

報告書 

課題作品 

学習状況の観察 

報告書 

課題作品 

学習状況の観察 

報告書 

課題作品 



 

※令和３年度以前入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

年
間
（ 

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス 

） 

電
気
機
器 

    

1.三相誘導電動機の特性試 

験Ⅰ（無負荷・短絡試験） 

2.三相誘導電動機の特性試 

験Ⅱ（円線図による規約 

特性） 

3.三相同期発電機の特性 

 試験（無負荷・短絡試験） 

4.三相同期電動機の特性 

試験（負荷試験による位相 

特性） 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:座学で学んだ交流機の知識 

について、自ら理解しようと 

する姿勢で臨んでいるか。 

b:機器操作やデータの扱いが 

適切で、試験結果の表やグラ 

フの整理ができているか。 

c:各実験・実習装置の結線や 

操作法が適切（正確で迅速） 

に行われているか。 

d:各種特性試験にあたり、試験 

結果の分析や考察が適切に 

できているか。 

 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 

電
力
・ 

高
電
圧 

1.接地抵抗の測定試験（接地 

抵抗特性と接地工事の 

実際） 

2.模擬送電線による送電線路 

特性試験 

3.高電圧放電実習（各種放電 

実験と絶縁耐力試験） 

4.受変電設備の保守・保安に 

かかる実習 

   

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:座学で学んだ送配変電等の 

知識について、自ら理解しよ 

うとする姿勢で臨んでいる 

か。 

b:機器操作やデータの扱いが 

適切で、試験結果の表やグラ 

フの整理ができているか。 

c:各実験・実習装置の結線や操 

作法が適切（正確で迅速）に 

行われているか。 

d:各種特性試験にあたり、試験 

結果の分析や考察が適切に 

できているか。 

 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 



 

※令和３年度以前入学生用 

通
信 

1.デジタル放送の受信とアン 

テナの指向特性 

2.ＢＳ放送の受信とアンテナ 

の指向特性 

3.ＣＳ放送の受信とアンテナ 

の指向特性 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:電波やアンテナに関心を 

もち、意欲的に実習に取り 

組む態度があるか。 

b:アンテナの指向特性を理解 

できているか。 

c:アンテナの指向特性の結果 

を正確に図示できるか。 

d:デジタル・ＢＳ・ＣＳ放送 

の相違を説明できるか。 

 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 

年
間
（ 

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス 

） 

電
気
工
事 

1.昇柱実習 

2.屋内配線総合実習 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:電気工事について関心を 

もち、電気工事や設計などを 

主体的に学ぼうとする意欲 

と態度を身につけている。 

b:配電の技能や設計技法に 

関する思考を深め、基礎的・ 

基本的な知識を基に、技術者 

として適切に判断し、表現す 

る創造的な能力技術を身に 

つけている。 

c:配電と設計に関する技能を 

身につけ、技術者として技能 

を活用する能力を身につけ 

ている。 

d:配電と設計などに関する基 

礎的・基本的な知識を身につ 

け、技術者として現代社会に 

おける配電の意義や役割を 

理解している。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 

自
動
制
御 

 

1.シーケンス制御基本回路Ⅰ 

2.シーケンス制御基本回路Ⅱ

3.シーケンス制御応用回路Ⅰ

4.シーケンス制御応用回路Ⅱ

  

  

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:シーケンス制御に関心をも 

ち、意欲的に実習に取り組む 

態度があるか。 

b:シーケンス制御の回路図の 

記号の意味を理解できてい 

るか。 

c:シーケンス制御の回路図を 

見て、正確に配線できるか。 

d:シーケンス制御の回路図か 

ら、動作を説明できるか。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 



 

※令和３年度以前入学生用 

年
間
（ 

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス 

） 

板
金 

 

・工具箱の製作 

  設計 

  がき・穴あけ作業  

  切断・折り曲げ作業 

  組立作業 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:板金加工ついて関心をもち、 

設計などを主体的に学ぼう 

とする意欲と態度を身につ 

けている。 

b:加工技術に関する思考を深 

め、基礎的・基本的な知識を 

基に、技術者として適切に判 

断し、表現する創造的な能力 

技術を身につけている。 

c:工作機器に関する技能を身 

につけ、技術者として技能を 

活用する能力を身につけて 

いる。 

d:板金加工に関する基礎的・基 

本的な知識を身につけ、技術 

者として現代社会における 

ものづくりの意義や役割を 

理解している。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 

年
間
（ 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス 

） 

３
Ｄ
Ｃ
Ｇ 

  

・Shade 基礎  

   基本概念  

   基本操作  

   アニメーション  

   総合制作  

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:３DCG について興味・関心を 

持ち、実践的な技能を身に付 

けようとしている。 

b:３DCGの作成について適切な 

技法を選択する事ができる。 

c:CG ソフトウェアの機能や操 

作方法を理解し短時間で効 

率的に CG 制作を行う事がで 

きる。 

d:３DCG に関する基礎的・基本 

的な知識を身にけ、自身の思 

い描いたイメージをコンピ 

ューター上で表現する事が 

できる。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 



 

※令和３年度以前入学生用 

年
間
（ 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス 

） 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１ 

  

・Visual Basic 基礎  

   基本操作  

   金額計算  

   図形の描画  

   振り子時計  

   アニメーションによる時計

  

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:プログラミングについて興 

味・関心を持ち、実践的な技 

能を身に付けようとしてい 

る。 

b:プログラムの作成について 

適切な操作・部品を選択する 

事ができる。 

c:目的のプログラムを作成す 

る際、より効率的なアルゴリ 

ズムを選択する事ができる。

d:プログラミングに関する基 

礎的・基本的な知識を身に 

け、エラーの際、自己の力で 

デバックを行うことができ 

る。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 

動
画
・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

動画の基礎  

動画の編集  

プレゼンテーションの基礎 

プレゼンテーションの編集

  

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:各テーマについて興味・関心 

を持ち、実践的な技能を身に 

付けようとしている。 

b:各テーマについて適切な技 

法を選択する事ができる。 

c:各テーマの機能や操作方法 

を理解し効率的に制作を行 

う事ができる。 

d:各テーマに関する基礎的・基 

本的な知識を身にけ、自身の 

思い描いたイメージをコン 

ピューター上で表現する事 

ができる。 

 

学習状況の

観察 

報告書 

課題作品 



 

※令和３年度以前入学生用 

年
間
（ 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス 

） 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２ 

 

C言語の基礎  

C コンパイラの使い方  

C プログラミング  

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

a:プログラミングについて興 

味・関心を持ち、実践的な技 

能を身に付けようとしてい 

る。 

b:プログラムの作成について 

適切な操作・部品を選択する 

事ができる。 

c:目的のプログラムを作成す 

る際、より効率的なアルゴリ 

ズムを選択する事ができる。 

d:プログラミングに関する基 

礎的・基本的な知識を身に 

け、エラーの際、自己の力で 

デバックを行うことができ 

る。  

  

  

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


